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うという展開があった。さらにコントロールアプローチは発展して，Ackerberg, Frazer and Caves















２―１ Olley and Pakes（１９９６）
この論文では，生産関数を推定して，そこから得られた TFPと規制との関係を実証的に分析す
る。生産関数はコブ・ダクラス生産関数を用いる１）。推定方法は，いくつかの方法がとられる。
yit＝β０βl litβk kitβmmitωitεit （１）







































y＾it＝βk kitγ（φ（kit１，iit１）βk kit１）εit （１３）




合には，使用できないため。データの利便性に欠けることになる。そこで Levinsohn and Petrin
（２００３）らは，投資をコントロール変数として使用するのではなく，中間投入を代わりに使用すべ
きとの考え方から，中間投入を投資の代わりにした分析をおこなっている。３）
２―２ Ackerberg，Frazer and Caves（２０１５）









Φit＝β０βl litβk kith（kit，iit，lit） （１７）






yit＝β０βk kitβl litγ（＾Φit１βk kit１βl lit１） （１９）
３）方法は Olley and Pakes（１９９６）とほぼ同様である。
４）以下は，酒井（２０１４），Ornaghi and Beveren（２０１１）による。
34
この Ackerberg, Frazer and Caves（２０１５）の利点は，生産関数の関数形にこだわらない点である。
前述の Olley and Pakes（１９９６），Levinsohn and Petrin（２００３）では，生産関数が，線形であるコブ・
ダクラス型である必要があった。しかしながら Ackerberg, Frazer and Caves（２０１５）の方法では，
他の関数形も適用可能になる。そこで関数形をより一般的にしたのが，De Loecker and Warzynski
（２０１２）である５）。
２―３ Wooldridge（２００９）
前述の Olley and Pakes（１９９６），Levinsohn and Petrin（２００３），Ackerberg, Frazer and Caves
（２０１５），De Loecker and Warzynski（２０１２）のいずれも推定の際には，２段階で推定する必要があっ
た。Wooldrdige（２００９）のモデルは，そうした２段階の推定ではなく，１段階だけでも推定しよう
という方法である６）。Olley and Pakes（１９９６），Levinsohn and Petrin（２００３），Ackerberg, Frazer and






































表２は，Olley and Pakes（１９９６），Ackerberg, Frazer and Caves（２０１５），Wooldridge（２００９）の
１式と２式の推定の４種類の方法ごとの生産関数のパラメータの推定結果である。規制の変数への









変数 データ数 平均値 標準誤差 最小値 最大値
投資 ５８５ ４２９８１ ９８６６５ ６５ ６０１０２５
資本ストック ５８５ ３４４６１８ ７７８５９５ ４４６ ３４７１７８２
労働投入 ５８５ ７５９９ １０６１１ １８１ ５３６１８
生産額 ５８５ ３１７５３８ ５９６４３３ ５８３ ２７３７７９０
表２ 推定結果
OP Ackerberg Woold.1 Woold.2
βl ．２７８５７５２ ．４６０７７３ ３０４４１４３ １．６１３６９４
s.e. ．０２９１３６３ ．１５５６４０５ ．０３３５３８ ．８４０５１８９
t-value ９．５６ ２．９６ ９．０８ １．９２
βl ．１１７６８４ ．４９１５４１２ ．４９５６４０６ ．３４３３２０７
s.e. ．０６３２６４９ ．１００８０２６ ．０７９４３１９ ．７９９３７５２
t-value １．８６ ４．８８ ６．２４ ０．４３
regul. ．００００２４６ ．３５８７４６６ ．１６３１２２ ２．３９e１４
s.e. ２．３６e０６ ．０８３７６４７ ．０５５１３２ ２．３０e１３
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